
【助成申込書記入例（表）】
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捨印を忘れずに
押してください。

４

消せるボールペン・修正液は
使用しないでください。 管理組合専用電話

専用電話がない場合は、記入は不要です。

戸数
申込みの管理組合に属する実際の戸数を記入してください（融資対象戸数ではありません。）。

専有面積
機構の借入申込書に記入した専有面積を記入してください。

敷地面積
管理規約等に記載されている敷地面積を記入してください。

修繕積立金の年間積立額
直近過去１年間又は直近過去の会計期間の積立額とその期間を記入してください。

マンション管理状況届出制度（要届出マンションのみ記入）
(２ページ ３Ⅰ（６）参照)

融資対象戸数
機構の「融資承認通知書」に記載されている戸数を記入してください。

融資対象工事費
機構の借入申込書の「融資対象工事費」を記入してください（千円未満を四捨五入）。
※借入申込後に対象工事費が変更した場合は、変更後の費用を記入し、その費用を確認できる見積書又は
工事請負契約書の写しを提出してください。

借入希望額
機構の「融資承認通知書」に記載されている「融資予約金額」を記入してください。

総工事費
機構の借入申込書の「総工事費」を記入してください。
※借入申込後に総工事費が変更した場合は、変更後の費用を記入し、その費用を確認できる見積書又は工事
請負契約書の写しを提出してください。

戸当平均借入希望額
「９ 借入希望額」を「７ 融資対象戸数」で除したものを記入してください。

小数点以下を四捨五入してください。
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【助成申込書記入例（裏）】
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機構融資申込日
機構の借入申込書に押印された受付印の日付を記入してください。

確認済証交付日
提出する書類（確認済証、検査済証、建築確認台帳の記載事項証明書のいずれか）に記載さ
れている確認済証交付年月日を記入してください。

耐震診断(旧耐震マンションのみ記入)
実施した耐震診断の種類にチェックしてください。

実施した耐震診断が簡易な耐震診断（第１次診断法）によるものである場合、第２次又は第３
次診断法による耐震診断の実施を検討しているか否かをチェックしてください。検討していな
い場合は、理由も必ず記入してください。
（理由の例︓例①簡易な耐震診断の結果、耐震性有り。例②資金不足、など）

（２ページ ３Ⅰ（５）参照）

機構融資実行日
融資金が口座に入金された日(実行済)又は入金予定日(未実行)を記入してください。入金予定
日も未定の場合は未定にチェックしてください。

申込書に関する連絡先
委任状によって、マンション改良工事助成申込が委任されている場合は、管理会社や施工会社
等の連絡先を、委任されていない場合は、理事長又は管理組合の連絡先を記入してください。

耐震改修(旧耐震マンションのみ記入)
耐震改修を未実施の場合は、理由も必ず記入してください。
（理由の例︓例①耐震診断の結果、耐震性有り。例②令和７年度に実施予定、など）
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管理計画の認定状況（区部市部の場合のみ）
マンションの管理の適正化の推進に関する法律第５条の３に基づくマンションの管理計画の認
定状況を記入してください。
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20 申込み時添付書類チェック欄
申し込む前に、全てそろっていることを確認してください。

東京都 住宅政策本部 民間住宅部 マンション課 マンション施策調整担当
☎０３-５３２０-７５３２

【お問合せ先】

機構申込金融機関
機構融資金償還予定口座の金融機関・支店名及び口座番号を記入してください。
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※可能な限り、担当者の携帯番号と併せて会社等の固定電話番号も記入してください。


